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The development from the Syncretistic Fusion of Shintoism 
and Buddhism approach to the anti-Honchi-Suijaku 

approach: The History of the Affirmation of Jisshashin
TSUJIMOTO Shinya

Summary 
This paper examines the development from the approach of Syncretistic Fusion of 
Shintoism and Buddhism to Kanetomo Yoshida’s anti-Honchi-suijaku approach, 
through “Shaseki-shu” and “Shintō-shū”, collections of anecdotes in medieval Japan. 
The anti-Honchi-suijaku approach is affected by Hongaku (“original enlightenment”) 
philosophy, which claims absolute equality and actively accepts the real world. In 
the adaptation of this philosophy, the affirmation of Jisshashin, evil deities which 
were denied in that period, is an important factor in forming the anti-Honchi- 
suijaku approach.

In the “Shasekishu”, the Jisshashin appear as the transformation of buddhas 
and bodhisattvas in order to encourage people enter Buddhism. However, the 
Jisshashin are not accepted as evil deities. In contrast to “Shaseki-shu”, “Shintō-shū” 
shows some progress regarding the affirmation of Jisshashin, where some Jisshashin 
are given the original identities of buddhas and bodhisattvas although they committed 
crimes, including murder. Though Jisshashin are accepted as evil deities, there 
is no absolute equality between gonjashin, the good deities, and Jisshashin. This 
absolute equality is later achieved by Kanetomo Yoshida, who actively accepts 
the real world and states that there is no difference among the gods. His thought 
about Jisshashin leads to his anti-Honchi-suijaku approach. 

This paper follows the work of Yoshirō Tamura (1979), which discusses 
the anti-Honchi-suijaku approach, Hongaku philosophy, and the affirmation of 
Jisshashin. While his work focuses on Shinto literature, this paper contributes to 
the field by instead focusing on the collections of anecdotes such as “Shaseki-shu” 
and “Shintō-shū” which has not been done previously.

神仏習合から反本地垂迹説への展開
─実者神肯定の歴史─

辻 本 臣 哉
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神
仏
習
合
か
ら
反
本
地
垂
迹
説
へ
の
展
開

─
実
者
神
肯
定
の
歴
史

─

辻

本

臣

哉

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
吉
田
兼
倶
／
反
本
地
垂
迹
説
／『
沙
石
集
』／『
神
道
集
』／
本
覚
思
想

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
鬼
神
等
、
邪
神
と
さ
れ
た
実
者
神
の
肯
定
に
注
目
し
、『
沙
石
集
』
や
『
神
道
集
』
と
い
っ
た
説
話
集
を
取
り
上

げ
、
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
～
一
五
一
一
）
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
反
本
地
垂
迹
説
へ
の
道
程
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

検
討
を
通
し
て
、
実
者
神
の
肯
定
が
説
話
集
に
よ
っ
て
進
展
し
、
兼
倶
に
よ
っ
て
完
成
す
る
こ
と
を
示
す
。

平
安
時
代
に
、
仏
・
菩
薩
が
、
衆
生
救
済
の
た
め
仮
に
神
と
な
っ
て
現
れ
た
と
説
く
本
地
垂
迹
説
が
現
れ
、
鎌
倉
時
代
に
な
る

と
、
神
を
、
権
者
神
（
権
社
神
、
権
現
神
、
権
化
神
）
と
実
者
神
（
実
社
神
、
実
類
神
）
に
分
け
る
説
が
定
着
す
る
。
権
社
神
が

仏
・
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
実
社
神
は
、
本
地
垂
迹
説
の
対
象
と
な
ら
な
い
邪
神
で
あ
る
。
権
者
神
の
み
が
礼
拝
の

対
象
と
な
り
、
実
者
神
は
、
信
仰
の
世
界
か
ら
排
除
さ
れ
た）

1
（

。

本
地
垂
迹
説
は
、
神
と
仏
が
同
体
で
あ
る
こ
と
を
説
く
が
、
仏
が
本
地
、
神
が
垂
迹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
依
然
仏
優
位
の
思
想
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で
あ
る
。
中
世
神
道
で
は
、
仏
教
へ
の
対
抗
や
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
受
け
、
新
し
い
思
想
運
動
が
生
ま
れ
る
。
そ
の

一
つ
が
、
神
こ
そ
本
地
で
、
仏
は
そ
の
垂
迹
で
あ
る
と
説
く
反
本
地
垂
迹
説
で
あ
る
。
こ
の
説
に
は
、
本
地
垂
迹
説
か
ら
も
れ
た

実
者
神
の
存
在
が
重
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
実
者
神
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
本
地
垂
迹
説
の
形
成
が
促
進
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

反
本
地
垂
迹
説
と
実
者
神
の
関
係
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
、
徹
底
し
た
現
実
肯
定
を
行
う
本
覚
思
想
が
あ
る
。
田
村
芳
朗

氏
に
よ
れ
ば
、
不
二
相
即
論
を
元
に
、
本
覚
思
想
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
が
衆
生
に
内
在
す
る
と
説
く

内
在
的
相
即
論
、
現
実
や
衆
生
を
仏
の
顕
現
で
あ
る
と
説
く
顕
現
的
相
即
論
、
現
実
の
事
象
こ
そ
永
遠
の
真
理
で
あ
る
と
説
く
顕

在
的
相
即
論
で
あ
る）

2
（

。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
本
覚
思
想
は
、
こ
の
う
ち
、
現
実
肯
定
が
強
調
さ
れ
る
顕
現
的
相
即
論
お
よ
び
顕
在

的
相
即
論
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
。

田
村
芳
朗
氏
は
、
神
道
が
反
本
地
垂
迹
説
に
至
る
経
緯
の
中
で
、
両
部
神
道
書
『
中
臣
祓
訓
解
』）

3
（

を
取
り
上
げ
、
二
神
説
（
権

者
神
・
実
者
神
）
が
三
神
説
（
本
覚
神
・
始
覚
神
・
不
覚
神
）
に
な
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
権
者
神
の
う
ち
、
天
照
大
神
な
ど

の
最
高
神
が
本
覚
神
に
あ
て
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
権
者
神
は
始
覚
神
と
さ
れ
、
実
者
神
は
不
覚
神
に
区
分
さ
れ
た
。
し
か
し
、
氏

は
、
三
神
説
に
見
え
る
本
覚
思
想
は
理
の
一
元
論
（
理
顕
本
）
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
事
物
を
絶
対
肯
定
す
る
本

門
事
常
住
の
主
張
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
者
神
の
肯
定
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三

神
説
か
ら
、
吉
田
兼
倶
に
よ
る
反
本
地
垂
迹
説
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
田
村
芳
朗
氏
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か

け
て
の
天
台
宗
の
僧
で
か
つ
神
道
家
で
あ
っ
た
慈
遍
（
生
没
年
不
詳
）
や
同
時
代
の
天
台
僧
良
遍
（
生
没
年
不
詳
）
を
取
り
上
げ

て
い
る）

（
（

。
ま
た
、
原
克
昭
氏
も
、
三
神
説
に
注
目
し
、
良
遍
が
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
実
者
神
を
肯
定
し
た
と
指
摘
し
て
い
る）

（
（

。

本
稿
で
は
、
兼
倶
の
反
本
地
垂
迹
説
ま
で
の
道
程
に
お
い
て
、
神
道
理
論
で
は
な
く
、『
沙
石
集
』
や
『
神
道
集
』
と
い
っ
た
説

話
集
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一

吉
田
兼
倶
に
よ
る
反
本
地
垂
迹
説

吉
田
兼
倶
は
、
吉
田
神
社
の
後
継
者
で
あ
っ
た
が
、
応
仁
の
乱
の
混
乱
で
、
神
社
消
失
と
い
う
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
『
中
臣
祓
』
や
『
日
本
書
記
』
神
代
巻
の
注
釈
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
乱
の
収
束
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
講
義
を
本

格
化
さ
せ
、
吉
田
神
道
を
確
立
し
た
。
し
か
し
、
兼
倶
は
、
経
典
や
文
書
に
偽
作
や
偽
書
を
多
用
し
、
系
図
の
改
竄
ま
で
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
な
策
略
を
行
い
、
神
社
界
で
の
地
位
を
確
立
す
る
。
そ
の
た
め
、
近
世
で
は
、
大
き
な
批
判
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
彼
の
神
道
理
論
に
つ
い
て
、
伊
藤
聡
氏
は
、
近
世
神
道
説
の
先
蹤
と
も
云
え
る
存
在
で
あ
る
と
評
価
し

て
い
る）

6
（

。

兼
倶
の
主
著
は
、
遠
祖
卜
部
兼
延
に
仮
託
し
た
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
神
道
を
本
迹
縁
起
神
道
、
両
部

習
合
神
道
、
元
本
宗
源
神
道
の
分
け
、
自
ら
の
神
道
を
こ
の
元
本
宗
源
神
道
と
す
る
。
こ
の
元
本
宗
源
は
、「
元
と
は
陰
陽
不
測

の
元
元
ヲ
明
か
す
。」、「
本
と
は
一
念
未
生
の
本
本
ヲ
明
か
す
。」、「
宗
ト
ハ
一
気
未
分
の
元
神
ヲ
明
か
す
。
故
に
万
法
純
一
の
元

初
ニ
帰
ス
。」、「
源
ト
ハ
和
光
同
塵
神
化
ヲ
明
か
す
。
故
に
一
切
利
物
の
本
基
ヲ
開
ク
。」
と
定
義
さ
れ
る）

（
（

。
す
な
わ
ち
、
根
源
的

な
神
を
想
定
し
て
い
る
。
伊
藤
聡
氏
は
、
吉
田
神
道
の
基
本
原
理
が
、
森
羅
万
象
全
て
神
道
の
顕
現
で
あ
る
と
説
い
た
こ
と
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る）

8
（

。
ま
た
、
岡
田
荘
司
氏
は
、
兼
倶
の
思
想
が
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
指
摘
す
る
一
方）

（
（

、
阿
蘇
谷
正
彦
氏
は
、
こ
れ
に
異
を
唱
え
て
い
る）

（1
（

。

次
に
、
兼
倶
に
よ
る
反
本
地
垂
迹
説
を
見
て
み
る
。『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
此
の
後
七
十
年
ヲ
経
テ
、
真
言
密
教
初
め
テ
本
朝
ニ
流
ハ
ル
。
当
ニ
知
る
ベ
シ
、
去
ん
ぬ
る
天
平
に
示
現
し
給
ふ
を
。
胎
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金
両
部
ノ
大
日
盧
舎
那
仏
は
、
一
切
諸
仏
菩
薩
の
惣
躰
也
。
舎
那
の
生
身
は
、
吾
が
国
の
本
主
、
日
月
両
神
の
尊
形
た
る
こ

と
己
に
明
鏡
な
る
者
乎
。
故
ニ
顕
密
の
二
義
ヲ
設
ケ
、
本
迹
の
二
門
ヲ
立
て
、
宮
社
の
縁
起
ニ
随
つ
テ
、
相
応
の
諸
尊
ヲ
以

て
、
本
地
垂
迹
の
差
別
を
称
す
。
此
の
事
は
此
の
時
自
り
用
ひ
来
れ
る
乎
。
顕
密
ノ
二
義
ト
ハ
、
一
ニ
ハ
顕
露
の
顕
、
仏
を

以
て
本
地
ト
為
シ
、
神
を
以
て
垂
迹
ト
為
す
。
一
ニ
ハ
隠
幽
の
密
、
神
を
以
て
本
地
ト
為
し
、
仏
を
以
て
垂
迹
と
為
す
。
顕

露
の
顕
ト
ハ
浅
略
ノ
義
也
。
隠
幽
の
密
ト
ハ
深
秘
ノ
義
也
。
今
、
仏
を
以
て
本
地
と
為
す
は
、
是
れ
浅
略
ノ
一
義
也
。
故
に

頌
に
曰
は
く
、

顕
露
ノ
顕
は
仏
を
以
て
本
ト
為
す
。
浅
略
の
流
通
ハ
結
縁
ノ
為
ナ
リ
。

隠
幽
ノ
密
は
神
ヲ
以
て
元
ト
為
す
。
深
甚
の
重
位
は
真
実
ヲ
秘
す
。

と
。」）

（（
（

こ
こ
で
は
、
顕
露
に
対
す
る
隠
幽
の
優
位
を
説
き
、
こ
の
隠
幽
で
は
、
神
が
本
地
で
、
仏
が
垂
迹
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
、
反
本
地
垂
迹
説
が
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
反
本
地
垂
迹
説
と
し
て
、
採
り
上
げ
ら
れ
る
兼
倶
の
思
想
と
し
て
、
根
葉
花
実
論
が
あ
る
。『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』

に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

「
第
三
十
四
代
推
古
天
皇
ノ
御
字
、
上
宮
太
子
密
か
に
奏
し
て
言
は
ク
、「
吾
ガ
日
本
ハ
種
子
を
生
じ
、
震
旦
は
枝
葉
ニ
現
し
、

天
竺
は
花
実
を
開
く
。
故
ニ
仏
教
は
万
法
の
花
実
た
り
。
儒
教
は
万
法
の
枝
葉
た
り
。
神
道
は
万
法
の
根
本
た
り
。
彼
の
二

教
は
皆
是
れ
神
道
の
分
化
也
。
枝
葉
・
花
実
ヲ
以
テ
其
ノ
根
源
ヲ
顕
は
す
。
花
落
ち
て
根
に
帰
る
が
故
ニ
、
今
此
の
仏
法
東

漸
ス
。
吾
が
国
の
、
三
国
の
根
本
タ
ル
コ
ト
ヲ
明
か
サ
ン
ガ
為
ニ
也
。
尓
り
し
自
り
以
来
、
仏
法
此
に
流
布
す
」
と
。
神
武

天
皇
ヨ
リ
以
降
、
千
ニ
百
余
歳
を
経
て
、
其
の
中
間
に
二
法
無
し
。
唯
神
国
の
根
本
を
守
り
、
神
明
の
本
誓
を
崇
む
。
故
ニ

今
、
神
事
の
時
、
仏
経
・
念
誦
等
ヲ
去
る
は
是
の
儀
也
。」
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日
本
（
神
道
）
を
種
子
、
中
国
（
儒
教
）
を
枝
葉
、
イ
ン
ド
（
仏
教
）
を
花
実
に
な
ぞ
ら
え
、
仏
教
が
神
道
か
ら
分
化
し
た
も

の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
に
対
す
る
神
道
の
優
位
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
根
葉
花
実
論
は
、
両
部
神
道
や

慈
遍
に
よ
っ
て
す
で
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
反
本
地
垂
迹
説
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
森
瑞
枝
氏
も
、
慈
遍
の
根
葉
花
実
論
が
神
仏

同
体
論
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

。
や
は
り
、
反
本
地
垂
迹
説
は
、
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。

二

反
本
地
垂
迹
説
へ
の
本
覚
思
想
の
影
響

仏
優
位
の
本
地
垂
迹
説
が
、
神
優
位
の
反
本
地
垂
迹
説
に
転
換
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
神
と
仏
を
絶
対
平
等
と
す
る
思
想
が

必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
担
っ
た
の
が
本
覚
思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
価
値
が
相
対
的
に
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、

相
対
的
に
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
を
平
等
と
す
る
と
同
時
に
、
価
値
が
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
肯
定
す
る
。

本
覚
思
想
の
重
要
文
献
の
一
つ
『
三
十
四
箇
事
書
』
に
は
、
天
月
と
水
中
の
月
の
例
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
現
実
肯

定
に
よ
る
絶
対
平
等
の
思
想
が
見
ら
れ
る
。

「
譬
へ
ば
、
天
月
の
体
は
全
く
三
つ
も
四
つ
も
な
け
れ
ど
も
、
一
切
の
水
に
や
ど
る
が
ご
と
し
。
一
体
の
上
の
三
名
な
り
、

云
々
。
ま
た
垂
迹
の
仏
を
見
る
に
、
た
だ
本
地
の
仏
な
り
。
水
中
の
月
を
見
る
は
、
天
月
を
見
る
な
り
。
愚
人
は
、
こ
れ
を

知
ら
ず
。」）

（1
（

「
全
く
水
に
移
る
月
を
見
る
に
あ
ら
ず
、
真
に
天
月
を
見
る
な
り
。
迹
門
か
く
の
ご
と
し
。
垂
迹
の
仏
も
別
に
こ
れ
な
く
、

た
だ
本
仏
な
り
。
本
よ
り
天
月
を
見
れ
ど
も
、
愚
人
は
水
中
の
月
を
見
る
と
思
ふ
が
ご
と
し
、
云
々
」）

（1
（

本
地
の
仏
と
垂
迹
の
仏
と
が
、
平
等
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
天
の
月
と
、
そ
れ
を
映
し
た
水
中
の
月
も
平
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等
と
な
る
。
相
対
的
に
価
値
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
（
本
地
、
天
月
）
と
、
相
対
的
に
価
値
が
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
（
垂
迹
、
水
中
の
月
）
の
平
等
が
説
か
れ
る
。

田
村
芳
朗
氏
は
、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
に
お
け
る
反
本
地
垂
迹
説
と
根
葉
花
実
論
の
現
実
肯
定
か
ら
、
兼
倶
と
本
覚
思
想

と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

。
ま
た
、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
問
ふ
。
霊
ト
ハ
何
ぞ
哉
。

答
ふ
。
霊
ト
ハ
、
一
切
の
諸
神
、
有
情
・
非
情
の
精
霊
ノ
義
也
。
故
に
頌
に
曰
は
く
、

器
界
・
生
界
、
山
河
・
大
地

森
羅
万
象
は
、
一
切
神
霊
な
り
。

と
。」

森
羅
万
象
す
べ
て
、
霊
（
神
）
の
顕
現
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
実
や
衆
生
を
仏
の
顕
現
と
す
る
本
覚
思
想
に
極
め
て
近
い

思
想
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
兼
倶
は
、
別
の
箇
所
で
草
木
の
心
も
神
と
説
い
て
い
る
が）

（1
（

、
こ
れ
も
本
覚
思
想
の
草
木
成
仏
と
の
関
連

性
が
高
い
。
以
上
か
ら
、
吉
田
兼
倶
の
反
本
地
垂
迹
説
に
は
、
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
が
み
ら
れ
る
。

三

実
者
神
の
肯
定

こ
れ
ま
で
、
反
本
地
垂
迹
説
成
立
の
背
景
と
し
て
本
覚
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
価
値
が
相
対
的
に
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
相
対
的
に
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
を
平
等
と
し
、
価
値
が
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を

肯
定
す
る
思
想
が
あ
っ
て
、
反
本
地
垂
迹
説
が
成
立
す
る
。
こ
れ
を
神
仏
習
合
や
神
の
分
類
に
当
て
は
め
る
と
、
権
者
神
と
実
者
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神
の
平
等
、
実
者
神
の
肯
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
地
垂
迹
説
か
ら
も
れ
た
実
者
神
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
重
要
と
な
る
。

こ
の
実
者
神
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
時
代
に
か
け
て
全
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
田
嶋
一
夫
氏
は
、
法
相
宗
の
貞
慶

（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
に
よ
る
『
興
福
寺
奏
状
』、
浄
土
真
宗
の
存
覚
（
一
二
九
〇
～
一
三
七
三
）
に
よ
る
『
諸
神
本
懐
集
』、

天
台
宗
の
僧
で
か
つ
神
道
家
で
あ
っ
た
慈
遍
に
よ
る
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
に
お
い
て
、
実
者
神
が
否
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る）

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
仏
教
側
か
ら
も
、
神
道
側
か
ら
も
、
実
者
神
は
全
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
中
、
説
話
集
で
あ
る
『
沙
石
集
』
や
『
神
道
集
』
が
、
実
者
神
に
対
し
て
、
当
時
の
共
通
認
識
と
は
違
っ
た
評
価
を

行
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、『
沙
石
集
』、『
神
道
集
』、
吉
田
兼
倶
に
お
け
る
実
者
神
に
つ
い
て
の
評
価
を
考
察
し
て
い
く
。
実
者
神
が
、
ど
の

よ
う
に
肯
定
さ
れ
、
最
終
的
に
兼
倶
の
反
本
地
垂
迹
説
に
至
る
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

四
『
沙
石
集
』
に
お
け
る
実
者
神

『
沙
石
集
』
は
、
一
二
七
九
年
に
作
者
無
住
（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
が
、
五
四
歳
の
と
き
に
書
き
始
め
、
翌
年
完
成
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
後
生
涯
に
わ
た
り
加
筆
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
無
住
は
、
臨
済
宗
の
僧
で
は
あ
る
が
、
様
々
な
宗
派
を
兼
学
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
宗
派
に
対
す
る
彼
の
立
場
は
、
発
心
の
き
っ
か
け
は
一
つ
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
教
え
で
も
仏
教
の
道
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
一
つ
の
宗
派
に
固
執
し
て
他
の
宗
派
を
誹
謗
中
傷
す
る
こ
と
を
強
く
諫
め
て
い
る
。
そ

し
て
、
無
住
は
、
信
仰
の
対
象
を
仏
教
だ
け
で
な
く
、
神
仏
習
合
に
従
い
神
明
に
ま
で
広
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
道
と
仏
教

諸
派
の
思
想
と
が
融
合
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
吉
田
唯
氏
は
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
・
外
宮
と
真
言
の
金
剛
界
・
胎
蔵
界
を
習
合
す
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る
思
想
が
、
重
源
等
南
都
再
建
関
係
者
か
ら
無
住
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

。
無
住
の
神
明
へ
の
関
心
は
、『
沙

石
集
』
の
構
成
に
も
表
れ
て
い
る
。『
沙
石
集
』
は
、
十
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
五
巻
が
周
到
な
構
想
を
経
た
も

の
で
、
六
巻
以
降
が
書
き
た
さ
れ
て
い
っ
た
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
五
巻
の
巻
第
一
が
、
神
明
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
実
者
神
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
然
る
に
西
天
上
代
の
機
に
は
、
仏
菩
薩
の
形
を
現
じ
て
、
こ
れ
を
度
す
。
我
が
国
は
辺
地
な
り
。
剛
強
の
衆
生
因
果
を
知

ら
ず
。
仏
法
を
信
ぜ
ぬ
た
ぐ
い
に
は
、
同
体
無
縁
の
慈
悲
に
よ
り
て
、
等
流
法
身
の
応
用
を
垂
れ
、
悪
鬼
邪
神
の
形
を
現
じ
、

猛
獣
毒
蛇
の
身
を
示
し
、
暴
悪
の
族
を
調
伏
し
て
仏
道
に
入
れ
給
ふ
。
さ
れ
ば
、
他
国
有
縁
の
身
を
重
く
し
て
、
本
朝
相
応

の
形
を
軽
し
む
べ
か
ら
ず
。
我
が
朝
は
、
神
国
と
し
て
大
権
跡
を
垂
れ
給
ふ
。
我
等
皆
か
の
子
孫
と
し
て
気
を
同
じ
く
す
。

因
縁
然
ら
し
め
た
り
。
こ
の
外
の
本
尊
を
尋
ね
ば
、
返
り
て
感
応
の
道
は
隔
た
り
ぬ
べ
し
。
仍
て
機
感
相
応
の
和
光
の
方
便

を
仰
ぎ
て
、
出
離
生
死
の
要
道
を
祈
る
べ
し
。」）

（1
（

こ
こ
で
は
、
実
者
神
と
い
う
表
現
は
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
悪
鬼
邪
神
や
猛
獣
毒
蛇
は
、
ま
さ
に
実
者
神
で
あ
る
。
実
者
神
は
、

仏
菩
薩
が
、
衆
生
教
化
の
た
め
に
、
そ
の
姿
を
変
え
た
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
等
流
法
身
を
説
い
て
い
る
。
権

者
神
に
適
用
さ
れ
た
本
地
垂
迹
説
を
、
実
者
神
に
も
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
、
実
者
神
に
対
し
て
極

め
て
低
い
評
価
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
沙
石
集
』
の
実
者
神
へ
の
評
価
は
注
目
に
値
す
る
。

巻
第
一
に
は
、
天
照
大
神
と
第
六
天
魔
王
と
の
密
約
に
つ
い
て
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る）

11
（

。

「
去
し
弘
長
季
中
に
、
太
神
宮
へ
詣
で
侍
り
し
に
、
あ
る
神
官
の
語
り
し
は
、「
当
社
に
は
三
宝
の
御
名
を
言
は
ず
、
御
殿
近

く
は
僧
な
れ
ど
も
詣
で
ざ
る
事
は
、
昔
こ
の
国
い
ま
だ
な
か
り
け
る
時
、
大
海
の
底
に
大
日
の
印
文
あ
り
け
る
に
よ
り
て
、

大
神
宮
御
鉾
さ
し
く
だ
し
て
探
り
給
ひ
け
る
。
そ
の
鉾
の
滴
り
、
露
の
如
く
な
り
け
る
時
、
第
六
天
の
魔
王
遥
に
見
て
、

『
こ
の
滴
り
国
と
成
り
て
、
仏
法
を
流
布
し
、
人
、
生
死
を
出
づ
べ
き
相
あ
り
』
と
て
、
失
は
ん
た
め
に
下
り
け
る
を
、
大
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神
宮
、
魔
王
に
あ
ひ
て
、『
我
三
宝
の
名
も
言
わ
じ
、
身
に
も
近
づ
け
じ
。
と
く
と
く
帰
り
上
り
給
へ
』
と
こ
し
ら
へ
仰
せ

ら
れ
け
れ
ば
、
返
り
に
け
り
。」）

1（
（

」

こ
の
話
の
趣
旨
は
、
伊
勢
神
宮
で
は
、
表
面
的
に
は
こ
の
密
約
の
た
め
に
、
仏
教
が
排
除
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
三
宝
を
守
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
、
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
天
照
大
神
が
、
第
六
天
魔
王
を
怖
れ
密
約
を
交
わ
す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で

は
天
照
大
神
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
天
照
大
神
の
よ
う
な
最
高
神
と
実
者
神
の
距

離
が
近
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
巻
第
一
に
は
、
実
者
神
の
肯
定
と
は
別
に
、
逆
本
地
垂
迹
説
へ
の
萌
芽
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

「
然
る
に
本
地
垂
迹
、
そ
の
体
じ
け
れ
ど
も
、
機
に
望
む
利
益
、
暫
く
勝
劣
あ
る
べ
し
。
我
が
国
の
利
益
は
垂
迹
の
面
猶
優

れ
て
お
は
す
る
に
や
。
昔
、
役
行
者
、
吉
野
山
に
行
は
れ
け
る
時
、
釈
迦
の
像
、
現
じ
給
ひ
け
る
を
、「
こ
の
御
形
に
て
、

こ
の
国
の
衆
生
は
化
し
難
か
る
べ
し
。
隠
れ
さ
せ
給
へ
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
次
に
弥
勒
の
御
形
を
現
じ
給
ふ
。「
猶
こ
れ

も
か
な
は
じ
」
と
申
さ
れ
け
る
時
、
当
時
の
蔵
王
と
て
恐
ろ
し
げ
な
る
御
形
を
現
じ
給
ひ
け
る
時
、「
こ
れ
こ
そ
我
が
国
の

能
化
」
と
申
し
給
ひ
け
れ
ば
、
今
跡
を
垂
れ
給
ふ
。
行
人
の
信
心
深
く
し
て
、
心
を
一
つ
に
し
敬
ふ
に
、
実
あ
る
時
は
感
応

あ
り
て
、
利
益
に
あ
づ
か
る
。」）

11
（

こ
こ
で
は
。
日
本
の
衆
生
の
機
根
を
考
え
る
と
、
本
地
の
仏
よ
り
も
垂
迹
の
神
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
日
本
の
衆
生
の
教
化
に
は
、
釈
迦
や
弥
勒
の
姿
よ
り
、
蔵
王
権
現
の
姿
の
方
が
優
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
地
を
神
、
垂

迹
を
仏
と
は
し
て
い
な
い
が
、
神
優
位
の
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
無
住
と
本
覚
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
小
林
直
樹
氏
は
、『
沙
石
集
』
前
半
の
巻
第
一
か
ら
巻
第
五
ま
で
が
、

真
如
の
顕
現
と
い
う
モ
チ
ー
フ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
無
住
が
本
覚
思
想
の
強
い
影
響
を
受
け
て

い
る
と
説
く）

11
（

。
古
橋
恒
夫
氏
は
、『
沙
石
集
』
の
後
に
書
か
れ
た
無
住
の
『
聖
財
集
』
に
注
目
す
る
。
こ
こ
に
は
、『
大
乗
起
信
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論
』
を
基
に
、
本
覚
、
不
覚
、
始
覚
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
住
と
本
覚
思
想
と
の
関
係
性
を
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。

三
崎
義
泉
氏
も
、
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る）

11
（

。
様
々
な
宗
派
を
兼
学
し
た
無
住
は
、
本
覚
思
想
に
つ
い
て
も
一
定
の
知
識
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
思
想
を
基
に
、『
沙
石
集
』
に
お
け
る
実
者
神
の
肯
定
に
至
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

以
上
、『
沙
石
集
』
に
お
け
る
実
者
神
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
実
者
神
は
、
仏
・
菩
薩
が
衆
生
を
仏
道
に
導
く
た
め
の
仮
の
姿

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
、
邪
神
と
し
て
の
実
者
神
を
肯
定
し
た
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
天
照
大
神
は
相
対
化

さ
れ
て
い
る
が
、
実
者
神
と
平
等
な
存
在
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

五
『
神
道
集
』
に
お
け
る
実
者
神

『
神
道
集
』
は
、
南
北
朝
期
に
成
立
し
た
唱
導
説
話
集
で
あ
る
。
各
巻
の
巻
頭
に
安
居
院
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
安
居
院
は
、

叡
山
竹
林
院
の
京
都
に
お
け
る
里
坊
で
、
天
台
僧
（
檀
那
流
）
の
澄
憲
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
三
）
が
創
立
し
、
唱
導
に
よ
る
教

化
で
有
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
安
居
院
作
と
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
り
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
居
院
及
び
そ
の
唱

導
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。『
神
道
集
』
は
、
十
巻
五
十
編
の
説
話
か
ら
な
り
、
諸
社
の
縁
起
と
神
々
の

本
地
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
巻
一
ノ
一
「
神
道
由
来
之
事
」
は
、
総
説
的
な
部
分
で
あ
り
、
神
道
思
想
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
、
権
者
神
と
実
者
神
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

「
問
或
人
云
昆
吠
論
云
一
度
神
ヲ
礼
五
百
生
虵
身
ノ
報
ヲ
受
ク
。
若
夵
者
誰
カ
心
有
ラ
ン
神
道
ヲ
可
礼
耶
。
答
神
道
有
権
実
。

瑞
ノ
義
ナ
リ
。
悪
霊
悪
虵
ノ
物
ニ
耶
付
テ
人
ヲ
悩
乱
ス
ル
実
者
ハ
皆
虵
鬼
等
ナ
リ
。
権
者
ノ
神
ハ
往
古
ノ
如
来
深
位
大
士
。

教
化
六
道
ノ
約
束
ニ
テ
利
益
衆
生
ノ
為
和
光
垂
迹
シ
タ
マ
フ
ナ
リ
。
八
相
成
道
ノ
終
リ
ヲ
論
ズ
。
尤
可
皈
依
。
但
亦
実
者
神
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ナ
リ
ト
云
ト
モ
神
ト
顕
タ
マ
フ
コ
ト
無
ニ
非
ズ
。
後
生
利
益
ノ
契
リ
ノ
為
ニ
礼
ヲ
作
者
其
失
有
可
不
。
日
本
ハ
本
自
神
国
ナ

リ
。
惣
テ
敬
礼
可
。
国
ノ
風
俗
ハ
凡
愚
権
実
ヲ
バ
弁
難
。
只
神
ニ
随
テ
敬
礼
ス
。
何
レ
ノ
失
有
ラ
ン
。
況
ヤ
設
ヒ
始
タ
ル
実

者
ナ
リ
ト
云
ト
モ
終
ニ
ハ
権
者
眷
属
ト
成
。
亦
如
此
得
失
待
対
相
望
ノ
義
ノ
意
ハ
権
者
ノ
神
ニ
対
シ
テ
実
者
ノ
失
ヲ
立
ル
目

ナ
リ
。
例
セ
バ
法
花
中
ニ
ハ
大
小
権
実
顕
密
等
此
ヲ
行
ヒ
彼
ヲ
勤
レ
バ
然
ト
雖
縁
ニ
依
亦
此
ヲ
捨
ル
事
無
シ
云
云
。
問
大
小

権
実
明
神
ノ
本
地
ハ
実
ニ
ハ
仏
菩
薩
ト
云
ヘ
リ
。
以
何
可
知
耶
。
答
実
ニ
此
条
不
思
議
也
。
指
テ
修
多
羅
明
文
ニ
モ
見
不
。

又
菩
薩
ノ
論
蔵
ニ
モ
判
不
。
只
本
朝
ハ
辺
州
ナ
ル
ガ
故
ニ
仏
説
モ
無
論
判
モ
無
。
自
仏
菩
薩
我
朝
ニ
来
下
シ
ハ
明
神
ノ
垂
迹

人
界
応
生
。
之
ニ
依
神
託
宣
ヲ
バ
人
相
承
ナ
リ
。
之
以
内
証
ト
ス
。
衆
生
ヲ
利
益
シ
タ
マ
フ
ナ
ン
。
見
ヌ
ル
上
ハ
日
本
ニ
ハ

多
神
明
存
ス
。
其
本
地
ニ
ハ
豈
ニ
仏
菩
薩
ニ
非
耶
。」）

11
（

こ
こ
で
は
、
権
者
神
を
仏
菩
薩
が
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
垂
迹
し
た
神
と
し
、
実
者
神
を
蛇
神
や
鬼
神
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
当
時
の
権
者
神
と
実
者
神
の
定
義
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
者
神
は
、
利
益
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
敬
礼
す
べ

き
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
実
者
神
は
、
最
後
に
は
権
者
神
の
眷
属
と
な
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
上
、
こ
の
実
者
神
が
、
仏

菩
薩
の
本
地
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。
権
者
神
に
の
み
適
用
さ
れ
た
本
地
垂
迹
説
が
、
実
者
神
に
も
適
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
実
者
神
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

『
神
道
集
』
に
お
け
る
実
者
神
の
肯
定
は
、
物
語
の
中
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
、
巻
八
ノ
四
十
九
「
上
野
国
那

波
八
郎
大
明
神
の
事
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
八
人
兄
弟
の
末
弟
八
郎
が
総
領
に
な
る
が
、
そ
れ
に
嫉
妬
し
た
七
人
の
兄
達
に
殺

害
さ
れ
る
。
し
か
し
、
八
郎
は
大
蛇
に
転
生
し
て
、
七
人
の
兄
及
び
そ
の
一
族
を
皆
殺
し
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
中
の
人
々
を

殺
し
始
め
た
。
そ
こ
へ
、
宮
内
判
官
宗
光
が
現
れ
、
八
郎
に
法
華
経
を
読
み
上
げ
る
と
、
八
郎
は
改
心
す
る
。
そ
し
て
、
八
郎
は
、

大
蛇
か
ら
八
郎
大
明
神
に
転
生
す
る
と
同
時
に
、
薬
王
菩
薩
の
本
地
が
与
え
ら
れ
る
。
八
郎
は
、
復
讐
の
為
と
は
い
え
、
多
く
の

人
を
殺
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
実
者
神
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
仏
・
菩
薩
の
本
地
が
与
え
ら
れ
る
。
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巻
二
ノ
七
「
ニ
所
権
現
の
事
」
で
は
、
主
人
公
常
在
御
前
を
殺
そ
う
と
し
た
継
母
は
、
大
蛇
に
転
生
し
た
後
、
本
地
は
与
え
ら

れ
な
い
が
、
石
神
に
な
る
。
ま
た
、
巻
十
「
諏
訪
縁
起
の
事
」
で
は
、
蛇
身
に
な
っ
た
甲
賀
三
郎
が
、
本
地
が
普
賢
菩
薩
の
諏
訪

大
明
神
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
神
道
集
』
に
は
、
当
時
と
し
て
め
ず
ら
し
く
、
実
者
神
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
思
想
が
流
れ

て
い
る
。

『
神
道
集
』
と
本
覚
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
田
村
芳
郎
氏
が
、「
神
道
由
来
之
事
」
に
よ
る
実
者
神
の
肯
定
に

一
部
触
れ
た
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
実
者
神
を
通
じ
て
本
覚
思
想
と
の
関
係
が
指
摘
で
き
る
可
能

性
は
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

鎌
倉
、
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
実
者
神
が
否
定
さ
れ
る
中
、『
沙
石
集
』
と
『
神
道
集
』
が
異
な
る
思
想
を
説
い
て
い
る
。

筑
土
鈴
寛
氏
は
、「
神
道
由
来
之
事
」
の
前
半
部
分
が
、『
沙
石
集
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。
し
か
し
、『
神
道

集
』
は
、『
沙
石
集
』
よ
り
も
よ
り
も
実
者
神
の
肯
定
が
強
ま
っ
て
い
る
。『
沙
石
集
』
の
実
者
神
が
、
仏
・
菩
薩
が
衆
生
を
仏
道

に
導
く
た
め
の
仮
の
姿
と
さ
れ
る
が
、『
神
道
集
』
に
お
け
る
実
者
神
は
、
殺
戮
を
含
め
様
々
な
悪
事
に
手
を
染
め
て
い
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
仏
・
菩
薩
の
本
地
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
邪
神
が
邪
神
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
神
道

集
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
実
者
神
と
権
者
神
を
同
列
に
置
く
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
両
者
が
完
全
に
平
等
に
な
る
の

は
、
吉
田
兼
倶
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

六

吉
田
兼
俱
に
お
け
る
実
者
神

最
後
に
、
吉
田
兼
倶
に
よ
る
実
者
神
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、
兼
倶
の
『
神
道
大
意
』
に
つ
い
て
見
て
み
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る
。『
神
道
大
意
』
は
、
様
々
な
祖
先
の
名
前
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
自
身
の
名
前
を
付
し
た
も
の

に
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
神
ニ
三
種
ノ
位
ア
リ
、
一
ニ
ハ
元
神
、
二
ニ
ハ
託
神
、
三
ニ
ハ
鬼
神
、
初
ノ
元
神
ト
者
日
月
星
辰
等
ノ
神
ナ
リ
、
其
光
天

ニ
現
エ
、
其
徳
三
界
ニ
至
レ
リ
、
然
ト
モ
直
ニ
其
妙
躰
世
ヲ
謁
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
、
故
ニ
浄
妙
不
測
ノ
元
神
ト
号
ス
、
二

ニ
託
神
ト
者
非
情
ノ
精
神
ナ
リ
、
非
情
ト
ハ
草
木
等
ノ
類
ナ
リ
、
地
ニ
着
テ
気
ヲ
ハ
コ
ヒ
、
空
ニ
出
テ
形
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
、
四

季
ニ
應
エ
生
老
病
死
ノ
色
ア
リ
、
然
ト
モ
全
ク
無
心
無
念
ナ
リ
、
是
ヲ
託
神
ト
号
ス
、
三
ニ
鬼
神
ト
者
人
心
動
作
ニ
随
ヲ
云
、

纔
一
念
動
ケ
ハ
是
心
他
境
ニ
移
ル
、
故
ニ
天
地
ヲ
感
レ
ハ
、
天
地
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
、
心
ニ
草
木
ヲ
感
レ
ハ
、
草
木
ノ
霊
我

心
ニ
皈
ス
、
心
ニ
畜
類
ヲ
感
レ
ハ
、
畜
類
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
、
心
ニ
他
人
ヲ
感
レ
ハ
、
他
人
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
」）

11
（

神
を
三
種
に
分
け
て
い
る
が
、
鬼
神
が
実
者
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鬼
神
も
、
元
神
同
様
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
非

情
で
あ
る
託
神
も
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
に
は
、
以
下
の
表
現
が
あ
る
。

「
問
ふ
。
何
ぞ
神
道
と
謂
は
ず
し
て
真
道
ト
謂
ふ
ぞ
哉
。

答
ふ
。
神
ト
ハ
善
悪
邪
正
、
一
切
霊
性
の
通
号
也
。
所
謂
純
一
無
雑
の
真
元
ノ
神
ヲ
明
か
サ
ン
ガ
為
ニ
、
之
ヲ
真
道
ト
謂
ふ

者
也
。」）

11
（

神
に
善
悪
邪
正
の
区
別
を
つ
け
な
い
、
絶
対
的
な
平
等
が
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の
思
想
が
以
下
に
も
見
ら
れ
る
。

「
問
ふ
。
神
道
の
所
談
ハ
、
吾
ガ
国
の
根
奥
、
独
立
の
一
法
也
。
幸
ニ
宗
源
ノ
二
字
ヲ
得
タ
リ
。
何
ゾ
一
家
の
宗
義
ヲ
立
て

ざ
ル
哉
。

答
ふ
。
吾
が
神
道
は
、
万
物
ニ
在
り
テ
一
物
ニ
留
ら
ず
。
所
謂
風
波
、
雲
霧
、
動
静
、
進
退
、
昼
夜
、
隠
顕
、
冷
寒
、
温

熱
、
善
悪
の
報
、
邪
正
の
差
、
統
ベ
テ
吾
が
神
明
の
所
為
ニ
非
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
き
者
也
。
故
に
天
地
の
心
も
神
也
。
諸
仏

の
心
モ
是
れ
神
也
。
鬼
畜
ノ
心
モ
是
れ
神
也
。
草
木
ノ
心
モ
是
れ
神
也
。
何
ニ
況
ん
や
人
倫
に
於
い
て
を
哉
。
意
を
以
て
理
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を
成
し
、
意
を
以
て
言
を
成
し
、
意
を
以
て
手
足
ヲ
成
す
。
皆
是
れ
心
神
の
所
為
也
。
一
切
の
含
霊
は
神
に
非
ず
と
い
ふ
こ

と
莫
き
者
也
。
故
に
成
仏
ト
云
ひ
テ
成
神
ト
云
は
ず
。
物
ト
シ
テ
神
霊
ヲ
含
蔵
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
故
に
神
経
に
云
は

ク
、「
天
ニ
神
道
無
け
れ
ば
、
則
ち
三
光
有
る
こ
と
無
く
、
亦
四
時
も
無
し
。
地
ニ
神
道
無
け
れ
ば
、
則
ち
五
行
有
る
こ
と

無
く
、
亦
万
物
も
無
し
。
人
ニ
神
道
無
け
れ
ば
、
則
ち
一
命
有
る
こ
と
無
く
、
亦
万
法
も
無
し
」
と
。」）

11
（

善
悪
、
邪
正
の
区
別
な
く
、
す
べ
て
神
の
行
為
と
考
え
、
諸
仏
の
心
も
神
で
あ
る
と
す
る
の
と
同
列
で
、
鬼
畜
の
心
も
神
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。『
沙
石
集
』、『
神
道
集
』
以
上
に
、
権
者
神
と
実
者
神
の
区
別
が
無
く
な
り
、
絶
対
的
な
平
等
の
見
地
に

立
っ
て
い
る
。
吉
田
兼
倶
に
至
っ
て
、
実
者
神
の
肯
定
は
徹
底
さ
れ
、
反
本
地
垂
迹
説
に
至
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七

本
覚
思
想
に
お
け
る
逆
転
の
思
想

最
後
に
補
論
と
し
て
、
逆
転
の
思
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
仏
優
位
で
あ
る
本
地
垂
迹
説
が
神
優
位
の
反
本
地
垂
迹
説
に
転

換
す
る
た
め
に
は
、
絶
対
平
等
だ
け
で
な
く
、
価
値
が
逆
転
す
る
思
想
も
重
要
と
な
る
。
す
べ
て
を
現
実
肯
定
す
る
本
覚
思
想
で

は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
逆
転
の
思
想
も
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
代
表
的
な
本
覚
思
想
文
献
の
一
つ
、『
漢
光
類
聚
』

に
そ
の
思
想
が
見
ら
れ
る
。

「
蘇
悉
地
経
の
十
七
会
の
曼
陀
羅
に
も
、
釈
迦
を
ば
浅
略
の
一
重
に
安
ん
じ
、
阿
難
を
ば
慈
悲
不
断
の
境
第
七
重
に
安
ん
ず
。

慈
覚
大
師
、
こ
の
分
を
見
て
、「
釈
迦
の
説
法
は
五
十
年
に
限
る
。
阿
難
の
色
塵
所
顕
の
法
は
、
遠
く
人
寿
六
万
歳
に
至
る
。

故
に
、
阿
難
は
釈
迦
よ
り
勝
れ
た
り
」
と
云
ひ
畢
っ
て
、
諸
法
の
性
を
尋
ぬ
る
に
、
実
仏
の
相
あ
る
こ
と
な
し
。
た
だ
諸
法

を
指
す
に
利
益
あ
り
。
こ
れ
真
の
如
来
説
法
の
相
な
り
と
。」）

1（
（
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も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
諸
法
実
相
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
阿
難
が
釈
迦
よ
り
優
位
で
あ
る
と
言
う
表
現
に
、
逆
転
の
思
想
が
見

ら
れ
る
。
類
似
の
例
と
し
て
、『
漢
光
類
聚
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
蘇
悉
地
経
に
、
釈
迦
を
浅
仏
と
な
し
、
提
婆
を
極
仏
と
な
す
は
、
こ
の
意
な
り
。
慈
覚
大
師
、
こ
の
文
を
受
け
て
、
浅
略

門
の
時
は
、
釈
迦
を
善
人
と
な
し
、
提
婆
を
逆
人
と
な
す
。
深
秘
門
の
時
は
、
釈
迦
・
提
婆
俱
に
一
如
な
り
。
秘
中
深
秘
門

の
時
は
、
釈
迦
は
断
相
修
顕
の
仏
な
る
が
故
に
浅
と
な
し
、
提
婆
は
不
転
本
極
の
妙
体
な
る
が
故
に
深
と
な
す
。
秘
秘
中
深

秘
門
の
時
は
、
釈
迦
に
も
あ
ら
ず
提
婆
に
も
あ
ら
ず
、
本
極
無
相
な
る
真
意
を
法
の
大
宗
と
な
す
」
と
釈
し
た
ま
へ
り
。
今

の
文
を
ば
、
か
く
の
如
く
心
得
べ
し
。」）

11
（

こ
れ
は
、『
漢
光
類
聚
』
に
頻
繁
に
出
て
く
る
四
重
興
廃
の
変
形
で
は
あ
る
が
、
釈
迦
と
提
婆
を
同
じ
と
す
る
考
え
よ
り
、
提

婆
が
釈
迦
よ
り
優
位
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
方
が
優
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
逆
転
の
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

吉
田
兼
倶
の
思
想
と
本
覚
思
想
の
親
和
性
は
指
摘
で
き
る
が
、
兼
倶
と
『
漢
光
類
聚
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、

両
者
が
類
似
し
た
思
想
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

結

論

本
稿
で
は
、
吉
田
兼
俱
に
よ
る
反
本
地
垂
迹
説
の
道
程
に
つ
い
て
、『
沙
石
集
』
や
『
神
道
集
』
と
い
っ
た
仏
教
説
話
や
縁
起

物
語
を
通
じ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
反
本
地
垂
迹
説
は
、
絶
対
平
等
で
、
徹
底
的
な
現
実
肯
定
を
行
う
本
覚
思
想
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
本
覚
思
想
を
神
道
の
中
で
見
る
な
ら
、
邪
神
と
さ
れ
た
実
者
神
の
肯
定
が
重
要
な
要
素
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
実
者
神
の
肯
定
に
よ
っ
て
、
反
本
地
垂
迹
説
が
導
か
れ
る
。
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本
稿
で
は
、
こ
の
実
者
神
の
肯
定
を
、『
沙
石
集
』、『
神
道
集
』、
吉
田
兼
倶
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、『
沙
石
集
』
に
お

い
て
は
、
実
者
神
は
、
仏
・
菩
薩
が
衆
生
を
仏
道
に
導
く
た
め
の
仮
の
姿
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
、
実
者
神

を
邪
神
と
し
て
肯
定
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、『
神
道
集
』
に
な
る
と
、
邪
神
を
邪
神
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

実
者
神
と
権
者
神
を
同
列
に
置
く
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
最
後
に
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
、
権
者
神
と
実
者
神
の
区
別

が
無
く
な
り
、
絶
対
的
な
平
等
の
見
地
に
立
つ
。
こ
の
実
者
神
の
肯
定
を
通
し
て
、
反
本
地
垂
迹
説
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
田
兼
俱
に
つ
い
て
、
極
め
て
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
彼
の
反
本
地
垂
迹
説
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

ま
ず
、
伊
藤
聡
氏
は
、
兼
倶
が
神
本
仏
迹
も
仏
本
神
迹
も
等
価
な
も
の
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、
佐
藤
眞
人
氏
も

兼
倶
の
反
本
地
垂
迹
説
が
、
本
地
垂
迹
説
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
主
張
し
て
い
る）

11
（

。
さ
ら
に
、
前
出
し
た
森
瑞
枝
氏
は
、

兼
倶
の
根
葉
花
実
論
を
、
両
部
神
道
の
『
鼻
帰
書
』
や
慈
遍
の
説
と
の
比
較
検
証
を
行
っ
て
い
る）

11
（

。
反
本
地
垂
迹
説
、
本
覚
思
想
、

実
者
神
の
肯
定
と
い
っ
た
文
脈
で
分
析
を
行
っ
た
の
が
、
前
出
し
た
田
村
芳
郎
氏
で
あ
る）

11
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
は
、
田
村
芳

郎
氏
の
分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
延
長
線
上
に
な
る
。
た
だ
し
、
氏
が
、
反
本
地
垂
迹
説
へ
の
経
路
に
つ
い
て
、
両
部
神
道
、
伊

勢
神
道
、
慈
遍
、
良
遍
、
吉
田
兼
倶
と
い
っ
た
神
道
理
論
系
列
で
分
析
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
稿
は
『
沙
石
集
』
や
『
神
道

集
』
と
い
っ
た
仏
教
説
話
や
縁
起
物
語
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
の
が
本
稿
の
新
規
性
で
あ
る
と
考
え
る
。

註（
1
）
田
嶋
一
夫
「『
神
道
集
』
の
評
価
に
つ
い
て
」『
中
世
往
生
伝
と
説
話
の
視
界
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
二
三
九
～
二
六
五
頁
、
佐
藤
弘
夫

「
崇
り
神
の
変
身
～
崇
る
神
か
ら
罰
す
る
神
へ
～
」『
日
本
思
想
史
学
』
三
一
、
一
九
九
九
年
、
四
五
～
六
三
頁
。

（
2
）
田
村
芳
朗
「
天
台
本
覚
思
想
概
説
」『
天
台
本
覚
論
～
日
本
思
想
体
系
（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
四
七
七
～
五
四
八
頁
。

（
3
）
『
中
臣
祓
訓
解
』『
中
世
神
道
論
～
日
本
思
想
体
系
1（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
五
四
～
五
五
頁
。
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（
（
）
田
村
芳
朗
「
本
覚
思
想
と
神
道
理
論
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
二
八
（
一
）、
一
九
七
九
年
、
六
一
～
六
八
頁
。
ま
た
、
大
久
保
良
峻
氏
も
、

本
覚
の
語
の
も
と
に
一
切
を
絶
対
肯
定
し
て
い
く
こ
と
と
、
基
本
的
に
は
異
な
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
に
ま
で
い
た
っ
て

い
な
い
と
説
い
て
い
る
。
大
久
保
良
峻
「
本
覚
思
想
と
神
」『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
、
六
五
～
八
二
頁
。

（
（
）
原
克
昭
『
中
世
日
本
紀
論
考
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
。

（
6
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
／
至
文
堂 

編
』
六
〇
巻
一
二
号
、
一
九
九
五
年
、
七
五
頁
。

（
（
）
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論
～
日
本
思
想
体
系
1（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
一
～
二
一
二
頁
。

（
8
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
／
至
文
堂 

編
』
六
〇
巻
一
二
号
、
一
九
九
五
年
、
七
五
頁
。

（
（
）
岡
田
荘
司
「
吉
田
兼
倶
の
日
本
書
紀
研
究
～
兼
倶
書
写
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
改
訂
本
（
神
道
史
の
諸
相
）
～
」『
国
学
院
雑
誌
』
八
二
巻
一
一

号
、
一
九
八
一
年
、
一
六
五
～
一
七
七
頁
。

（
10
）
阿
蘇
谷
正
彦
「
一
条
兼
良
と
吉
田
兼
倶
～
「
神
道
」
説
の
比
較
～
」『
国
学
院
雑
誌
』
八
二
巻
一
一
号
、
一
九
八
一
年
、
二
一
八
～
二
三
二
頁
。

（
11
）
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論
～
日
本
思
想
体
系
1（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
三
六
～
二
三
七
頁
。

（
12
）
森
瑞
枝
「
吉
田
神
道
の
根
本
枝
葉
実
説
再
考
」『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
、
三
一
二
～
三
三
六
頁
。

（
13
）
『
三
十
四
箇
事
書
』『
天
台
本
覚
論
～
日
本
思
想
体
系
（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
五
三
頁
。

（
1（
）
『
三
十
四
箇
事
書
』『
天
台
本
覚
論
～
日
本
思
想
体
系
（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
五
三
頁
。

（
1（
）
田
村
芳
朗
「
本
覚
思
想
と
神
道
理
論
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
号
、
一
九
七
九
年
、
六
一
～
六
八
頁
。

（
16
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論
～
日
本
思
想
体
系
1（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
四
七
頁
。

（
1（
）
田
嶋
一
夫
『
中
世
往
生
伝
と
説
話
の
視
界
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
。

（
18
）
吉
田
唯
「
無
住
『
沙
石
集
』
に
お
け
る
習
合
思
想
の
一
過
程
～
真
言
の
「
両
界
」
と
「
両
宮
」
に
つ
い
て
～
」『
國
文
學
論
叢
』
五
二
、
二
〇

〇
七
年
、
三
七
～
五
三
頁
。

（
1（
）
『
沙
石
集
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
二
九
～
三
〇
頁
。

（
20
）
伊
藤
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
天
照
大
神
と
第
六
天
魔
王
と
の
密
約
の
初
出
は
『
沙
石
集
』
で
は
な
く
、『
中
臣
祓
訓
解
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の

内
容
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
伊
藤
聡
「
第
六
天
魔
王
説
の
成
立
：
特
に
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
所
説
を
中
心
と
し
て
」
四
四
（
七
）、
一
九
九

五
年
、
六
七
～
七
七
頁
。
一
方
、
多
田
實
道
氏
は
、『
沙
石
集
』
の
天
照
大
神
と
第
六
天
魔
王
と
の
密
約
は
、
内
宮
祠
官
荒
木
田
氏
の
神
道
説
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
多
田
實
道
「
内
宮
祠
官
荒
木
田
氏
に
よ
る
神
道
説
の
形
成
」『
藝
林
』
六
五
（
二
）、
二
〇
一
六
年
、
五
六
～
八
六
頁
。
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（
21
）
『
沙
石
集
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
二
一
頁
。

（
22
）
『
沙
石
集
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
三
二
～
三
三
頁
。

（
23
）
小
林
直
樹
「
真
如
の
顕
現
～
『
沙
石
集
』
の
構
想
～
」『
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
・
人
文
研
究
』
四
六
（
二
）、
一
九
九
四
年
、
五
三
～
七
八
頁
。

（
2（
）
古
橋
恒
夫
「
無
住
一
円
の
思
想
と
『
沙
石
集
』
～
無
住
試
論
～
」『
聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所
論
叢
』
一
三
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
五
～
二

七
九
頁
。

（
2（
）
三
崎
義
泉
「
沙
石
集
の
本
覚
思
想
と
神
」『
天
台
学
報
』
二
二
、
一
九
八
〇
年
、
三
四
～
四
一
頁
。

（
26
）
『
神
道
集
（
赤
木
文
庫
本
）』
貴
重
古
典
籍
叢
刊
１
、
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
一
七
～
一
九
頁
。

（
2（
）
筑
土
鈴
寛
「
中
世
・
宗
教
芸
文
の
研
究
・
二
」『
筑
土
鈴
寛
著
作
集
第
四
巻
』
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
六
年
。

（
28
）
『
神
道
大
意
』『
神
道
体
系

卜
部
神
道
（
上
）』
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
一
三
～
一
四
頁
。

（
2（
）
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論
～
日
本
思
想
体
系
1（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
四
六
頁
。

（
30
）
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論
～
日
本
思
想
体
系
1（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
四
六
～
二
四
七
頁
。

（
31
）
『
漢
光
類
聚
』『
天
台
本
覚
論
～
日
本
思
想
体
系
（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
。

（
32
）
『
漢
光
類
聚
』『
天
台
本
覚
論
～
日
本
思
想
体
系
（
～
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
二
六
二
～
二
六
三
頁
。

（
33
）
伊
藤
聡
『
神
道
の
中
世
～
伊
勢
神
宮
・
吉
田
神
道
・
中
世
日
本
紀
～
』
中
公
選
書
、
二
〇
二
〇
年
。

（
3（
）
佐
藤
眞
人
「
神
仏
習
合
の
諸
様
相
」『
東
洋
学
術
研
究
』
二
九
（
四
）、
一
九
九
〇
年
、
一
一
一
～
一
二
一
頁
。

（
3（
）
森
瑞
枝
「
吉
田
神
道
の
根
本
枝
葉
実
説
再
考
」『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
、
三
一
二
～
三
三
六
頁
。

（
36
）
田
村
芳
朗
「
本
覚
思
想
と
神
道
理
論
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
号
、
一
九
七
九
年
、
六
一
～
六
八
頁
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
生

博
士
（
仏
教
学
））


